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研究成果の概要（和文）：　重要寺院である東大寺については、奈良・平安時代の状況に不明な点が多い。『東
大寺要録』は、この時代の東大寺の実像を知るうえで最も基本となる史料である。本事業では『東大寺要録』を
現在の研究水準に立って再検討し、学際的な諸分野からの研究を総合して、新たな東大寺史像を描くことに努め
た。
　「東大寺要録研究会」を16回（報告数87本）や補助的研究会を40回開催し、その研究発表内容を論文として執
筆してもらい、『東大寺の新研究』全3冊として刊行する計画を立てた。そのうち2冊は『東大寺の美術と考古』
『歴史のなかの東大寺』（いずれも法蔵館）として刊行済みである。残る1巻の刊行についても鋭意努力する。

研究成果の概要（英文）： Regarding Todaiji, an important temple, there are many unknown points in 
the situation of the Nara and Heian period. "Todaiji Yoroku" is the most basic historical material 
to know the real image of Todaiji temple in this era. In this project, we reexamined the "Todaiji 
Yoroku Conference" from the current research level and tried to compile the research from various 
interdisciplinary fields and draw a new Todaiji temple history.
 We held "Todaiji Yoroku Conference " 16 times (report number 87) and supplementary research group 
40 times, and write the contents of the research presentation as a paper, and publish it as a total 
of three books "Todaiji new research" I made a plan. Two of them have been published as "Todaiji 
Temple Art and Archaea", "Todaiji Temple in History" (Hozokan). We will also make diligent efforts 
to publish the remaining volume.

研究分野： 日本古代史

キーワード： 東大寺　東大寺要録　東大寺続要録　東大寺文書　正倉院文書
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１．研究開始当初の背景 
(1)① 創建期から院政期にかけての東大寺
を研究する最も重要な史料は『東大寺要録』
である。これについては、筒井英俊校訂本に
よって研究の史料的基礎が据えられた。 
② 『要録』に基づいて東大寺史の研究を進
めるためには、その読みを深める必要がある。
そのためには『要録』そのものの研究が重要
であるが、安藤更生・堀池春峰以降、研究の
進展はない。『要録』研究を進めるために、
逆に東大寺研究の更なる深化が必要である。 
③ このように、東大寺の研究と『要録』の
研究とは、もたれあう関係のまま、十分に進
展しているとは言えない状況であった。 
(2) 一方、東大寺に伝来した膨大な文書は
『大日本古文書 家わけ東大寺文書』として
刊行が進み、『東大寺文書目録』も整備され
つつある。これらにもとづいて堀池春峰・永
村眞・久野修義らの重要な研究が行われた。
その成果によって『要録』の読みを深め、さ
らなる東大寺研究の進展が期待できる。 
(3) さらに正倉院文書は、成立期の東大寺を
研究するための基礎的史料である。その研究
の進展により、『要録』の読みの深化と、そ
れによる東大寺史研究の進展が期待できる。 
(4) 以上の文書史料以外に、東大寺には典
籍・経巻・絵画・彫刻・工芸品が多く伝わっ
ている。これらの研究も、『要録』、東大寺の
研究の進展にとって重要である。 
 
２．研究の目的 
(1) まず、歴史学・考古学・仏教学・美術史
学・建築史学その他多くの分野で東大寺の成
立、諸堂舎・院家、組織と財政、教学、文化
財に関する研究を推し進める。 
(2) それにより、『要録』そのものに対する
理解を深め、それによって読みを深める。 
(3) 『要録』の深い読みによって、より高い
レベルの東大寺史の再構成を目指す。 
(4) これと関連して、法華堂内陣床の修理に
伴って行われた八角二重基壇、諸仏、法華堂
そのものの調査成果を記録し公表する。 
 
３．研究の方法 
(1) 「東大寺要録校訂会」を定期的に開催し
て『要録』の本文の確定を目指す。 
(2) 定期的に「東大寺要録研究会」を開催し、
各分野の最先端の研究を発表してもらう。 
(3) 『要録』の注釈案を「東大寺要録研究会」
で毎回検討し、『要録』の訓みを深める。 
(4) 東大寺成立の状況を解明しうると期待
される二月堂仏餉屋下層遺構出土遺物を、現
在の考古学研究のレベルで再検討する。 
(5) 多くの専門分野の多数の研究者がイン
ターネット上で協力して『要録』の注釈作業
を進めるためのソフトの開発を目指す。 
(6) 外国人研究者を含めた公開シンポジウ
ムを開催し、研究の総括を行う。 
 
４．研究成果 

(1) 「東大寺要録研究会」は、3 か月に 1 度、
計 16 回開催した。そこでは、歴史学・考古
学・仏教学・仏教史学・美術史学・建築史学・
情報工学などの多彩な分野の合計 87 本の研
究報告がなされた。 
(2) その研究報告は、『東大寺の美術と考古』
（論文数 22）、『歴史のなかの東大寺』（論文
数 23）の 2 冊として刊行が実現した(図書①
②)。3 冊目の『東大寺の思想と文化』は編集
が進行中で近日刊行の予定である。 
(3) 「東大寺要録校訂会」は 29 回開き、本
文校訂を進めた。今後完成に向けて努力を続
ける必要がある。 
(4)  「東大寺要録研究会」では、毎回『要
録』の各章ごとに担当者に注釈案を示しても
らい、出席者全員で検討することを続けた(学
会発表②④⑥⑦⑨⑬⑳㉕㉙㊱㊶㊾55・66・
72・79)。しかし、本科学研究費補助事業期間
中に完成させることは困難であるので、終了
後も費用がかからない形で継続する仕組み
を考える必要がある。 
(5) そのため、相互に離れた場所に研究拠点
を持つ多数の研究者によって共同して注釈
作業を進めるためのソフトの開発が必要で、
その基礎的部分は完成した。その開発過程の
研究成果は「東大寺要録研究会」で発表され
(学会発表㉛)、『東大寺の美術と考古』に論文
として執筆された(雑誌論文㊺)。 
(6)  二月堂仏餉屋下層遺構出土遺物の検討
会は 11 回開催するとともに、奈良県立橿原
考古学研究所において継続的に進められた。
その成果は、『東大寺の美術と考古』に 4 本
の論文としてまとめられた(雑誌論文㊲~㊵)。 
(7)  外国人研究者を含めた公開シンポジウ
ムは第 16 回「東大寺要録研究会」として開
催した。これは東大寺の第 14 回グレートブ
ッダシンポジウムと共同で開催した。その成
果は、グレートブッダシンポジウム論集とし
て刊行される予定である。 
(8) 2012～13 に行われた法華堂内陣床の修
理に伴って、内陣床上の八角二重基壇や諸仏
の修理および調査が行われた。その成果は
『東大寺の美術と考古』に 8 本の論文として
収録した(雑誌論文㉙~㊱)。 
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